
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■宝が池子どもの楽園  プレイパーク＆イベント開催状況■    （財）京都市都市緑化協会・子どもの楽園管理事務所    平成 2３年 9月 30日 

  

ナラ枯れがふたたび広がるプレイパークの森 

 



 

 

 

 

                                          

 

H23 年   ９月４日（日） 

天候：曇り時々雨 気温：  25.0℃ 

内容: 
□台風後の 片づけ 

        落枝処理等のため 閉鎖 

参加者数         人 

スタッフ： ２人 
 ・リーダー：－ ・緑化協会：小川、小谷 

○前日の台風による影響が大きく 

 プレイパークは おやすみとしました 

 H23 年  ９月１１日（日） 

天候：  晴れ 気温： 33.0℃ 

内容 
□輪投げ □フラフープ □コマ □竹馬 

□ケン玉 □なわ跳 □ドッジビー 

□折り紙飛行機  

参加者数    １４０ 人 

スタッフ： １人 
 ・リーダー:-   ・緑化協会：野田 

○まだまだ暑いです。水遊びや虫とりに 

 夢中です。 

 H23 年  ９月１８日（日） 

天候：晴れ時々曇り 気温：  32.0℃ 

内容 
□輪投げ □フラフープ □コマ □竹馬 

□ケン玉 □なわ跳 □ドッジビー 

□折り紙飛行機  

参加者数    ３２０ 人 

スタッフ： ５人 
 ・リーダー：3 名（おの、ちも、上村） 

 ・緑化協会：野田・小川 

○今日は久々に、試合形式でドッチビーを 
 たのしみました！ 

 H23年  ９月２５日（日） 

天候：  晴 れ 気温：  32.0℃ 

内容 
□輪投げ □フラフープ □コマ □竹馬 
□ケン玉 □なわ跳 □ドッジビー 
★クラフトコーナー、折り紙飛行機   

参加者数    ３５０ 人 

スタッフ：３ 人 
 ・リーダー：1 名（ケンコバ） 

 ・緑化協会：野田・小川 

○クラフトコーナーを復活しました 
やはり大人気！ 
久々のヘビの出現に大騒ぎでした。 

H23年 ９月３日（土） 

天候：  台風 気温：  34.0℃ 

プログラム 

「土器をつくって 

  堀川の祭事に参加しよう！」1 

～土器づくりをたのしもう～ 

台風のため 中止 

（子どもの楽園・閉園） 

★15 日（木）16 時半～ 

 財）埋蔵文化財研究所にて有志実施 

 

 

 

 

 

 

H23年 ９月 １７日（土） 

天候：曇りのち雨 気温：  33.0℃ 

プログラム 

「秋の虫の世界をたずねよう！」 

参加者数    １４  人 

スタッフ： ３人 
 ・講師： けんさん 
 ・リーダー：- 
 ・緑化協会：野田・小川 

    ● プレイパーク開催のようす                      ～通常プレイパーク～ 

同志社大学の新リーダー3 名が 

初参加してくれました！ 

やはり若いパワーは頼りになります。 

 

 

 

なんと プレイパーク奥の森に 

カエンタケが発生！！！ 

 

けん玉・・ 

親子でこそっと練習中です 

 

 

 

名札用の木札を制作中です 

 

 

 

でも、子どもたちの底なしの元気さに、

ちょっと圧倒されていたようです 

 

 

 

年齢関係なく、楽しみました 

 

 

 ひもで ぐるぐる 

巻きにされる 

新リーダー 

   上村君 

 

 

 

ショックです・・。 

 

※11 日は、台風の影響やカエンタケ

の発生状況から、森の中の利用を 

中止しました 

鳥の羽が散乱…。命の攻防です 

 

竪穴式住居・・・ 

  みんな興味津々です 

 

 

 

        ～自然あそび教室～                          長 月 （ながつき） 
 

近畿から中国地方直撃の台風のため、この日は、子どもの楽園が 

閉園となりました 

このプログラムの補講として 15日（木）に、 

有志のみで、企画・指導者である  

財）京都市埋蔵文化財研究所にうかがい、 

土器づくりを おこないました！ 

 

たくさんの虫たちに出あえる季節です。草原では、あつ～い真夏よりも 

たくさんの種類の虫やカエル、トカゲが走り回っています。 

あいにくのお天気で、フィールドでの虫探しは、1 時間弱となってしまいまし

たが、思いがけない種類も発見しました！ 

 

 

 

「もってかえる～～」 

「生きた虫を食べるんだよ… 

 ちゃんと飼えるかな？？」 

＊プレイパーク付近 

シバスズ、マダラスズ、オカメコオロギ、 

ツヅレサセコオロギ、エンマコオロギ 

クダマキモドキ、ショウリョウバッタ、 

オンブバッタ、オオカマキリ、ハラビロカマキリ、 

コカマキリ、トゲナナフシ、キマワリ、 

ハンミョウ、ナツアカネ？、ウスバキトンボ、 

ゴミムシの仲間、カメムシの仲間、 

ミンミンゼミ、ツクツクボウシ     など 
 
＊川沿いなど 

アオマツムシ、カネタタキ、セスジツユムシなど 

 

見
つ
け
た
虫
を
水
槽
に
入
れ
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●午後 1 時半～ 「プレイパークにどんな虫がいるかな？」 

   プレイパークフィールド内の草原、木の上などを捜索！ 

   探している途中で大雨が襲来してしましました・・・が 

   小屋に移動して、じっくり観察をたのしみました   

★★ ★★ ★★ ★★ 

ちいさな生きものとの 

関係を重ねて 

生命の丌思議や美しさ 

大切さに気付いて 

ほしいですね   

★★ ★★ ★★ ★★ 

〈今日であった虫たち〉 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H23 年 ９月１３日（火） 

天候：  晴 れ 気温：３３.0℃ 

―主な作業内容－ 

●樹名板づくりと設置 

●シカ除けネットの枠づくり 

●草地の管理 

 （草抜き、落枝収集） 

●林縁～林床園路の補修 

●落ち葉かき     など 

京都府立大学 １回生 ：２１名 

 （生命環境科学研究科・田中和博教授） 

        ～おまけ～      学生ボランティアによるフィールド管理 
 

 京都府立大学の学生ボランティアによるフィールド管理が行われました。 

大学の１回生の実習として協力していただいており、今年で３年目。 毎年、草地

広場の管理や樹名札の制作・設置（取り付け直し）をお願いしています。 

 林縁の草が茂りすぎると、危険な生きものなどに突然遭遇する可能性も高くな

り、足もとが見えなくなります。背の高い草の引き抜きや、落ちてきた枯れ枝を集め

て広場をきれいにすることにより、小さなこどもたちが安心してあそべる環境づくり

につながります。 

 ことしは、林内がシカ害やカシナガの被害木が増え、土が流れやすくなり、園路

の横断傾斜がかなりきつくなったり、倒木や枯れ木からの落枝が増え、林内が荒

れてきているため、園路の補修や倒木処理などの力仕事にも挑戦。 

 あわせて、実生が育つ環境づくりをめざし、落ち葉かきを行うとともに、実生苗を

シカの食害から防ぎ、次世代の若木が成長できるように、シカよけネット（若木の保

護）づくりにも協力してもらうなど、里山管理的な作業にも尽力していただきました。 

【午前の部】 ３班に分かれて実施 

●樹名板づくり：スギ板を裁断、焼き杉をつくり、

園内の樹名を書き込んでいきました 

昨年設置して外れた樹名札や新規作成分を 

林内に設置していきました。 

●シカよけネット枠づくり： 

  剪定枝をつかって、ネットの枠（三角形）を 

  つくりました。実生苗を保護していきます 
 

【午後の部】 

  ●草地広場に茂った高茎の草の引き抜きや 

   落ち枝の処理を行いました。 

  ●林縁～林床の管理として、路肩の補強や倒木

処理、落ち葉かきなど、一連の管理を体験。 

  ●カシナガによる被害や、カエンタケの発生状

況、シカの食害といった、今里山を襲う問題

に直接目の当たりにしました。 

樹名板づくりの 

・焼き杉作業（左上）＆ 

 ペイント（左下） 

 

シカ除けネット枠作りの 

・枝切り作業（上） 

 

 

長い時間をかけて 

倒木を輪切りに 

してくれました。 

お疲れ様！ 

 

 

最後に‘ふりかえり’を

して終了・・・ 
 

しっかりと書き込んでく

れました。 

まだまだ暑い中、 

熱中症の心配もしました

が、問題なく終了 

 

 
おつかれさまでした 

 

樹木の支柱 

（廃材）を使って 

園路の路肩補強 

をしました。 

 

 
草
を
抜
い
た
あ
と
に
は 

 

キ
ノ
コ
の
大
群
が
出
現
！ 

 



９月のプレイパーク＆周辺の概況 

●月初めは、台風の影響で初の閉園という事態となり、園内の整理や落ち葉・落ち枝処理をはじめとする植

物管理などに追われることとなりました。 

●台風のため、月初はずいぶん涼しかったものの、その後日中の気温が３３～３４℃という厳しい残暑が 220

日杉まで続きました。また中旬までは雨も多く、予定プログラムができないなどの影響が出ました。 

 後半にかけては、連休もありかなりの人出となりました。いよいよ、秋の混雑シーズンのはじまりです。 

●カシナガ被害による伐採木周囲に毒性が強い‘カエンタケ'の大発生が確認され、連日、その状況把握を継

続しています。 一時的な発生後、あらたな発生はみられないため、通常どおり林内利用を行っています。 

 当初心配していたより発生が緩やかで、現時点では毒の影響もみられないようです 

●ヘチマは保護しながら育成中。大きな実が成長中です。 

●昆虫標本などを収集中。写真と併せて小屋内の展示を早急に充実していく予定。 

●あらたに男子学生リーダーが加わってくれそうです！！ 今後の活躍に期待です★ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

★★これからは秋まっさかり！キノコや木の実、紅葉、いろいろな動物のフィールドサインも楽しめる季節

です！夏の間はおやすみしていた「クラフト」もどんどん楽しんでいく予定です！ 

★★10 月のプレイパーク＆自然あそび教室 

        1 日「堀川の祭祀に参加しよう」 15 日「ネイチャーゲームを楽しもう」 

        3 連休では、9 日（日）：ミニ運動会   10 日（月・祝）：「草木染めをたのしもう！」 

        23 日（日）11 時～：楽器演奏会 （学生音楽サークル） 

★★助っ人さん！いつでも募集中！！ さわやかな秋・青空の下で子どもたちと楽しく遊びましょう 

 

 

◆通常プレイパーク◆ 

○台風等の影響から 4 日はプレイパーク休園。 

 11 日は、林内利用を取りやめました。 

○その後、残暑が続きましたたが、多くの家族がプ

レイパークゾーンで童心に返って遊んでいます 

○夏の間は、屋外クラフトは、紙飛行機のみとして

いましたが、月末よりクラフトコーナーを再開。 

 ブンブンゴマづくりに熱が入っていました。 

○これからは身体を動かして楽しめる時期。 

 あらたな遊びやグッズを学生さんなどスタッフと

一緒に準備していきたいものです。 

 

◆自然あそび教室◆ 

○３日の「土器づくり」は台風のため初の中止とな

った。10 月のプログラムとも連動しているため、

有志による補講を行いました（詳細は前述）。 

○17 日は「秋の虫たちの世界を訪ねよう」を実施。 

 この日もプログラム途中からあいにくの雨。 

 フィールド観察はあまりできませんでしたが、元

気な男の子たちが大盛り上がりでした。 

 子どもたちの発見眼には、いつも驚きです。 

 ★虫のプログラムは、また春までおやすみです。 
 

  

 

◆管理実習を終えて・・・◆ 

○今年も、府立大学の学生さんたちに、森や広場の手入れを手伝っていただきました。 

 若い体力がある学生さんのパワーをいつもありがたく感じているとともに、やはり大勢で楽しく作業ができ

ることが、魅力だと思います。。。土日のプレイパークにも是非また参加していただきたいものです。 

     ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊   ～～学生さんの感想～～  ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

・一歩入れば別世界。自然のままが魅力。子どもがのびのびとやりたいことをやれ、危険に自分で気付く場所。 

・自然を感じられて、リラックスできた。自然との共生は簡単ではないが、素晴らしさも感じた。 

・作業は大変で疲れたが、ためになった、気持ちよかった。普段はできないことができてやりがいがあった。 

・ナラ枯れやシカ害など授業で聞いていたことの深刻さを実感した。ふりかえりアンケートから 

・森に手を入れないと大変なことになることがわかった。苗木を守らなければ・・・   などなど 

                                  ＜ふりかえりアンケートから＞ 

 

 

10月の予定 


